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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 4 9 0 1 0 0 1 1 3 4 1 4 4 0
15 * 0 0 6 14 0 0 2 5 2 7 1 3 2 1
37 * 0 1 10 16 0 0 4 4 3 7 1 3 1 0
60 * 0 1 4 6 1 2 4 0 2 2 0 0 0 0
76 * 0 0 1 1 0 0 3 1 1 2 1 1 1 0
2 0 0 0 2 4 0 0 0 1 3 4 0 1 0 0
5 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0
12 0 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 1
14 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
18 0 0 0 1 4 2 2 4 2 0 2 0 1 0 0
23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
24 0 0 0 0 3 0 2 1 1 0 1 1 0 0 0
29 0 1 5 6 12 4 4 1 0 4 4 2 4 2 0
32 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 1 2 3 0

5 16 32 64 8 14 20 16 20 36 8 18 10 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 1 5 10 2 6 2 3 3 6 2 0 0 1
35 * 1 7 3 6 0 0 3 0 0 0 1 1 0 0
37 * 0 2 0 3 2 2 1 0 2 2 2 6 2 0
55 * 3 8 6 9 0 0 2 1 5 6 2 0 0 0
98 * 0 0 1 3 1 4 4 0 3 3 1 0 0 1
7 0 0 0 2 8 1 2 1 0 0 0 1 1 0 0
8 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0
9 0 0 0 3 4 5 6 2 2 1 3 3 0 0 0
29 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

コ ー ト
勝ち点　２ 勝ち点　１試合ＮＯ 108

87 63

敗チーム

京都産業大学

男子 １部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2014.08.31
同志社大学開始時間 13.20.00

会　　場 流通科学大学

戦評
総括、今リーグ戦2日目、昨日勝利をおさめ勢いに乗っているチーム同士の熱いカードとなった。どちらも連勝し良い
終わり方で来週を向かえたいところだ。スピードを活かしたプレーと高身長のセンターが特徴の京都産業大学と、ポイ
ントガードの#0田野を中心とし攻守ともにバランスの良い同志社大学の試合となり、どちらが勝ってもおかしくないが勝
負を決めたのは同志社＃0田野のスティールや3Pシュートでチームに勢いを与えた同志社に軍配が上がった。
第一ピリオド、京産大ボールから始まった。先制点は#99福島のゴール下。さらに#55小林が3Pシュートを沈めた。負
けじと同志社も得点し点の取り合いとなったが、同志社の連続スティールから流れが変わり一気に同志社ペースと
なった。終盤に京産#35柳内の3Pシュートやミドルシュートなどでなんとか持ちこたえ第一ピリオド終了。
第二ピリオド、得点はするものの両チームとも粘り強いディフェンスで流れを渡さない展開となった。たまらず両チー
ムともタイムアウトを取り、流れを掴もうとする。終盤京産大は#55小林の3Pシュート、同志社は#0田野から#29川武への
華麗なタップシュートや、#15谷口のミドルシュートなど会場が盛り上がったところで43-39で同志社リードで前半終了。
第三ピリオド、両チーム共にリングに嫌われることが多かったが、その流れを止めたのが#15谷口から#37仲西へのア
シスト・シュート。そこで京産大はたまらずタイムアウトするが、同志社の勢いは止まらない。#0田野のスティールからの
3Pシュートや堅いディフェンスからの速攻で京産大を突き放す。京産大は流れを変えるため2-3ゾーンを組むが、#0
田野の3Pシュートや巧みなパスワークからの得点でゾーンディフェンスを切り崩す。負けじと京産大も身長を生かし
ゴール下を中心に攻める。同志社が70-48で22点差の大量リードで最終ピリオドへ持ち込む。
第四ピリオド、京産大得意の機動力を活かしオールコートマンツーマンを仕掛ける。しかし同志社の攻守共に安定し
たバスケットで点差を徐々に増やしていく。京産大は#55小林のブザービートなど最後まで諦めず粘るが、87-67で同
志社が勝利をおさめた。

主審

関西学生バスケットボール連盟

相賀一希（天理大）戦評生島　匡

№ Ｓ

副審 細見　竜太

記録

同志社大学

Ｆ REBOUND選　手　名 ＦＴ

神門 千郎 9 18

PTS ３Ｐ ２Ｐ MIN

田野 司 12 39

仲西 佑起 20 32
谷口 淳 12 32

AS ST BSTO

佐藤 雄人 2 4
荒谷 優斗 4

原 佑弥 0 1

Team / Coach:

井島 啓貴 4 13

29

東 大洋

1

6

10
改田 賢太 0 2
元田 大貴 3 4

38

12

坂井 レオ

MIN２Ｐ

21
2

高山 竜之介 2

川武 雅幸 19

佐藤 俊博 0
尾前　光昭

合　　　計
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1
石塚 渉 0 8
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小林 礼秧
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井林 宥輔
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Ｆ REBOUND

31.3% 50.0%RATE

PTS ３Ｐ

京都産業大学
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野末 修平
森岡 裕大 0
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